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自
然
文
化
交
流
部
会
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馬
場
町
・
市
之
関
町
に
て 

ど
ん
ど
焼
き
行
わ
れ
る 

馬
場
町
と
市
之
関
町
で
は
、小
正

月
の
恒
例
行
事
で
あ
る
ど
ん
ど
焼

き
を
行
い
、町
民
が
持
ち
寄
っ
た
古

い
お
札
や
正
月
飾
り
を
焚
上
げ
ま

し
た
。 

馬
場
町
で
は
１
月
12
日
町
内
の

田
ん
ぼ
を
会
場
と
し
て
、清
流
会
が

主
体
と
な
り
自
治
会
と
協
力
し
て

行
い
ま
し
た
。 

         

 

ま
た
市
之
関
町
で
は
、町
民
広
場

に
て
住
吉
神
社
と
自
治
会
が
協
力

し
１
月
19
日
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
と
て
も
寒
い
日
で
し
た
が
、都
丸

宮
司
の
祝
詞
の
後
焚
上
げ
が
始
ま 

る
と
、集
ま
っ
た
町
民
の
皆
さ
ん
は

体
の
芯
か
ら
温
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

         

赤
城
神
社
の
年
の
初
め
の
恒
例

行
事
で
あ
る
筒
粥
神
事
が
１
月
15

日
社
務
所
に
て
行
わ
れ
、
45
種
類

の
農
作
物
の
今
年
の
出
来
を
占
い

ま
し
た
。
46
番
目
に
世
の
中
全
体

を
占
い
「
よ
し
」
と
い
う
結
果
が
出

ま
し
た
。
詳
し
い
結
果
は
、
社
務
所

東
の
壁
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。 

       

  
  

宮
城
地
区
内
七
つ
の
町
で
は
、１

月
７
日
に
無
病
息
災
を
祈
っ
て
春

の
七
草(

セ
リ
・
ナ
ズ
ナ
・
ゴ
ギ
ョ

ウ
・
ハ
コ
ベ
ラ
・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
・
ス

ズ
ナ
・
ス
ズ
シ
ロ)

を
入
れ
て
炊
い

た
、七
草
粥
を
食
べ
る
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
行
事
は
、生
涯
学
習
行
事
と

し
て
自
治
会
が
協
力
し
長
年
行
わ

れ
て
い
る
行
事
で
、現
在
は
７
日
で

な
く
各
自
治
会
の
都
合
に
合
わ
せ

主
に
子
供
た
ち
の
冬
休
み
中
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

          

爪 

引 

き 

不 

動 

尊 

爪
引
き
不
動
尊
は
鼻
毛
石
町

の
赤
城
寺
飛
び
地
の
池
に
あ
る
。 

弘
法
大
師
が
東
北
地
方
巡
錫

の
際
、
三
夜
沢
赤
城
神
社
に
参
拝

し
た
お
り
、
村
人
た
ち
が
法
益
を

求
め
て
集
ま
っ
た
。
そ
の
と
き
、

人
々
の
末
永
い
利
益
を
願
い
、
自

然
石
に
不
動
明
王
の
尊
像
を
爪

で
描
い
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、

水
面
近
く
に
火
炎
光
背
の
線
刻

が
確
認
で
き
る
。
戦
前
は
毎
年
４

月
８
日
と
盆
の
15
日
に
は
赤
城

寺
ま
で
灯
篭
が
並
び
、
柔
剣
道
大

会
や
義
太
夫
、
繭
の
品
評
会
な
ど

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
に
ぎ
や
か

な
祭
典
で
あ
っ
た
と
近
隣
の
方

に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。 

弘
法
伝
説
は
北
海
道
と
沖
縄

県
を
除
い
た
全
国
に
分
布
す
る

が
、
「
弘
法
井
戸
・
清
水
」
の
伝

説
が
圧
倒
的
に
多
い
。
僧
の
学
問

に
「
工
巧
名
（
く
ぎ
ょ
う
み
ょ

う
・
・
理
工
学
）
」
が
あ
り
、
掘

井
（
く
っ
せ
い
）
技
術
も
学
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
弘
法
大

師
」
は
諡
号
（
し
ご
う
）
で
、
法

名
は
「
空
海
」
、
幼
名
は
真
魚
（
ま

お
）
と
名
の
っ
た
。 

 
 
 

2014年 3月１日 
発行     
みやぎ地域づくり交流会 
 
事務局 
宮城公民館内 

地
域
の
話
題
あ
れ
こ
れ 

[馬場町どんど焼き風景] 

[

市
之
関
町
の
ど
ん
ど
焼
き
風
景] 

三
夜
沢
町
赤
城
神
社
筒
粥
神
事 総代さん立ち合いで行われた筒粥神事 

一
年
の
健
康
と
平
和
を
願
い 

七
草
粥
行
わ
れ
る 

苗ヶ島町七草粥会風景 

【宮
城
地
区 

石
の
伝
説
⑦
】 



                           

                           

                           

                           

                           


